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沖縄国際大学 平成 25年度 FD支援プログラム成果報告書 

下記内容により、PD支援プログラムの取り組みが完了いたしましたので、IFD支援プログラム成果報告

書」にて、ご報告いたします。 

報告者氏名 佐久本朝一議釦 所属・職名 産業情報学部・教授 

プログラム名称 
平成 25 年度FD 公募プロジエクト「大学院学生における参加型授業への有効

性に関する一考察」 

実施及び成果の 

要旨 

現在本学で実施されている大学院学生を対象とした授業や制度に関する自由形
式のアンケート結果を適時に分析する手法の活用をめざして、その評価分析を行
うソフトとしてIBMテキストマイニングッールとしてのSTAf S 分析の適用 を試みた。 

最新年度のFDで実施しているアンケート結果を入手した段階で、どのようなテキス
ト分析を行うのか検討した後で、有効な評価分析の方法の確立を目指した。現在
実施されている文章による自由アンケートの回答の中から、その評価分析の方法
を確立することで、その背後に潜む大学院学生が授業に参加しやすいシステムを
クローズアップさせることで、今後の大学院講義の改善に役立っことが可能となる。 
また、この分析手法は一度確立されると授業評価のみならず大学院全体のシステ
ム改善に役立っ情報をも得ることができ、大学院全体の活性化にっながるものと思
われる。 

実 施 期 間 

自 	： 	25 	年 	4 	月 	1 	日 

至： 	26 	年 	3 	月 	31 	日 

※共同実施者（2人以上の場合は、別紙添付のこと） 

申請者氏名 印 所属・職名 

申請者氏名 印 所属・職名 
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目 	的 
現在本学の大学院学生を対象に実施されている授業や制度に対する自由形式の
アンケート結果に関して、その評価分析に対してテキストアナリシス分析の適用を
試みる 

活 動 内 容 

FD公募プロジエクト助成金の使用はアンケート分析の手法としてIBM 
sPssを使用することから、その操作方法の講習を受講したほかに、他の
大学での活用状況の調査やテキストアナリシスのソフトウエアの購入に使
用することができた。 
このようなことからソフトウエアの使用法を習熟したあとで、本学のアンケ 
ートデータから抽出できる要素を分析した。 
平成 25年12月 	3日 	（火） 	～ 平成 25年12 月 6 日 	（金） 
3 泊 4 日 	IBM SPSS 操作入門 
平成 24 年 11 月 29 日（木） 	～ 平成 24 年 12 月 	1日（土） 	2 
泊 3日 テキストアナリシス分析に関する研修 
テキストアナリシス分析ソフトの購入 
他の大学での活用状況調査など 

成果・結果・効果 

現在実施されている自由形式に関するアンケート分析にっいて評価分析の方法
を確立することで、可能なかぎり普遍的に大学院学生が授業に参加するための要
望事項を集約し、今後の参加型の講義にっいてあり方を見だすことに有効であ
る。この分析手法は一度確立されると授業評価のみならず大学院全体のシステム
改善に役立っ情報をも得ることができ、大学院全体の活性化にっながる。 

現在ではデータ分析を行っている最終段階であり、その成果は本年度の大学
院論集の地域産業論纂に掲載する予定である。 

今後の展望 
今後における大学院の参加型授業に関しての方向性を見だすようなアンケート分
析に有効になることが期待される。その成果は平成 26年度の本学大学院論集「地
域産業論纂」に掲載する予定である。 


